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　早いもので、2016年度も終わろうとしています。今年も多く
の学生、院生が新社会人として巣立ちます。「士別れて三日な
れば、即ち更に刮目して相待すべし」と言う言葉があります
が、学生達の1年間の成長には目を見張るものがあります。社
会に出ると新しい事、慣れない事の連続ですが、日々勉強で
す。私も精進していきたいと思います。
　さて、ここで突然ですがクイズです。岡山県が誇る日本一の
ものは「桃太郎」。ではお隣りの兵庫県にある世界一のものは

何でしょう・・・・ご存じの方も多いかともいますが、答えは
世界最長のセンタースパンを持つ「明石海峡大橋」です。今回
のテクノスコープは、橋梁用高強度鋼線がテーマです。近年は
ヨーロッパでもパーライト鋼の研究が盛んに行われ始めている
ようですが、橋梁ケーブル用鋼線に使われている最先端技術に
ついてどうぞご一読下さい。
� （M.T.）
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ミンコサンプラ ーの3つの大きな特徴信頼性、作業性、安全性。

炉外精錬装置 脱ガス装置 電気炉 レードル タンデイシュ ccモ ールド
高炉出銑樋 トピードカ ー 溶銑予備処理などあらゆる場所から採取できます

■ミンコサーモ消秤型熱電対
for IRONS, STEELS, FERROUS ALLOY 

這
MMJ型 消耗型熱電対

c:, s:, 完y <;;=> ff匹屈ジ�1;咋＝宮
、,＼

ーーノ

TYPE R(13%) IPTS 1968 

白金・白金ロジウム

■標準試料
世界各国各社の製品を取り扱っております。
化学分析用、 発光分光分析用、 蛍光X線分析用、 英国BAS、 米国NBS、
BRAMMER、 ALPHA、 MINCO、 カナダALCAN、 ドイツBAM、
フランスIRSID、 スウェーデンSKF、 他 ご用命下さい。

口拿ミンコ枷式会泣
1509001: 2000認証取得

※お問い合わせは
本 社 〒341-0032

埼玉県三郷市谷中398番地l
TEL.048 (952) 870 l FAX.048 (952) 8705 
URL http:/ /www.minco.co.jp 

東京事務所 〒166-0012
東京都杉並区和田3-36-7
TEL.03 (5306) 6265 FAX.03 (5306) 6268 

MINCO U.S.A (WISCONSIN) 
MINCO GERMANY (DUSSELDORF) 
MINCO AUSTRALIA (WOLLONGONG) 

http://www.minco.co.jp
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Science for Solids

ヴァーダー・サイエンティフィック株式会社 (旧社名　株式会社レッチェ） 
本社 〒160-0022   東京都新宿区新宿５−８−８
 TEL:03-5367-2651 FAX:03-5367-2652 email : info@verder-scientific.co.jp 
大阪営業所 〒550−0013  大阪府大阪市西区新町４−１９−３東洋ビル１F
  TEL:06-6534-0621 FAX:06-6534-0622

http://www.verder-scientific.co.jp

ヴァーダー・サイエンティフィック株式会社 (旧社名　株式会社レッチェ） 

試験ふるいを使った分級結果と高い互換性
粒度分布と粒子形状を同時に測定

 超ワイドレンジの測定範囲：20 μ m 〜 30mm
 粒子の形状（例：アスペクト比、左右対称性、真円度など）が測定で

きるので、凝集の度合、崩れた粒子や異物混入も測定可能
 短時間での測定（１〜３分）
 24 時間自動でサンプルを測定するオンラインシステムにも対応可能
 サンプルを非破壊で測定可能
 専用の校正標準器を用いて数秒で校正が可能
　１個１個の粒子の画像や特性を詳細検索できる粒子ライブラリ

 （新機能）
　3 次元でサイズおよび形状の測定結果を表示できる３D クラウド

 （新機能）

　特許取得の２台のカメラを使用した　動的画像解析法
　粒度測定装置　CAMSIZER P4

他にも分散ユニット（乾式（気流・落下）／湿式）のモジュール化
で１台で３役こなす、CAMSIZER X2もございます。
(測定範囲：0.8μm〜8mm)

ヴァーダー・サイエンティフィックは、分析の試料調製に便利な、前処理機
を多数取り扱っています。粉砕、破砕、ホモジナイズ、熱処理から、粒子径の
測定まで、広範囲な製品をカバーして、お客様に総合的なソリューションを
ご提供いたします。
100年以上の歴史を持つ粉砕機とふるい振とう機のレッチェ、粒子径測定
装置カムサイザーのレッチェテクノロジー、30℃〜３０００℃の電気炉の
カーボライト・ゲロ。アプリケーションラボを併設して、サンプルテストも行
っています。ヨーロッパの伝統と歴史が技術に生かされている素晴らしい

製品群を、ぜひご覧ください。

http://www.meihosha.co.jp
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